









る (フ ランクル ,1998)」 と,精神科医であ リロ
ゴテ ラピー創始者 のFranklは ,強制絶滅収容所







異常に反応す るものである」 とい うフランクル
(1956)の言葉にもあらわれている。
以下,「夜 と霧」 (フ ランクル,1956)を引用
しなが ら,筆者 らが今回見聞きした事実を述べて
みる。






(C)[研究代表者 餅原尚子,研究分担者 久留一郎]「惨事体験 。日撃のス トレス (PTSD_,CIS)
と感情労働に関する臨床心理学的研究」により,_ポーラン ド,オース トリアにおけるPTSD(心的
外傷後ス トレス障害),CIS(惨事ス トレス)に関する調査・研究を行った。特に,ア ウシュヴィッ
ツ・ ビルケナウ強制絶滅収容所を皮切 りに,その後,生還した人々がどのように生き,あの忌ま
わしい出来事を体験 しながら,国や街がどのような人間観の中で,人々の心の灯を支え, ともし



























行進の規律を向上 させた り, 日曜 日は親衛隊のた
めに演奏 させた り,“残虐な音"を音楽でカモフ










た )。 死の恐怖か らのパニ ックを生 じさせない よ
うに人々を編 し,民を除くとい:う 理由で,扉には
“消毒室"と 書かれたガス室に入れられた人々は
1度 に250人ほどが 「チクロンB」 とい うガスで殺
された。 亡くなるのに10分はかからなかったと



























年者局局長 Mikolaj Pawlak氏 より紹介があっ
疵ォ       1                              .
/し 。
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2016年か らは,ブルーカー ド (特別在留労働許
可証)の手続 きに3000名 来所 した。 これは人身
売買を防 ぐことにもなっている。
また,危機介入のセ ンター もあ り,誰 もが24
時間いつでも,心理士,法律の支援を得ることが
できる。 これは無料のサー ビスである。被害前の






























(1)Weisser Ring (2017。 3.22.)
Weisser Ringの 副会長 (現役の警察官)か ら,
警察による被害者支援について紹介 された。警察
では,被害者支援,女 性の安全を重視 していると





てい るc犯 罪 が発 生 しやす い ところを重点 に
1000台 の監視カメラ,テ レビを設置 し,警 らも
こまめに実施 している。 ウィーン中央駅には,監
視 コン トロール室があ り,全力所確認できるよう
になっている。危険性 を伴 うイベン ト,デモなど
に巻き込まれないよう,絶えずチェックしている。
それでも犯罪が発生 した ら迅速に対応 している。
い ツつで 1、 市 熙 危 険 を威 じ ブ■ 伊^、 I甲 土;鼻、} 出 動 し 針が












現場検証はせず (現場か らす ぐ離す),別の場
所 で事 清聴 取 を してい る。裁判 では Weisser






































時代の被害 (過去の保 障 ) へ の 芝樗 。経済的余裕
のない被害者への支援もしている。心理士がアセ




の怒 りの感情など)も 受けている。 しかし,実際
にはWeisser Ringに 関与 しない被害者も多い。
できるだけ, 自ら連絡できるよう,三竺壁間体制




意書にサインを してもらい,そ こでは じめて
Weisser Ringに つながることになる。氏生_・ 住














(10年前より)。 これは,子 どものプロテク ト・
センターが拡大したものである。例えば,親から
虐 緯 か 呼 }十 シ 鰈 谷  子 ガ せ、λ十≡T舌キ ス 以 亜 は ナさど
「イ可か言いたいことがありますか ?|と い う質問
に限 られるとい う。そのため,他組織 との連携 を
重視 し,信頼関係を大切にするため,地方裁判所
で,円卓会議を開催 している。 これは法務省 との
契約で成 り立ってお り, ソーシャルワーカーや心
理士な どが8日 半の トレーニングを受けている。
この支援にかかわる謝金は法務省か ら支払われて
いる。
遺族 (― 親等)か らもサー ビスを要求すること
ができるし,14歳 以下の被害者は,支援 を強制
CIS (Critical lncident Stress)文十策 として 薇 |
えば,凄惨な情報を与え,ス トレスがかかった架
空の状態をつくり, どうしたらよいか,誰を頼る
か,な ど経験者同席のもと,訓練 している。凄′1参  所を言いたくない場合は
な現場を見た後のケア・予防については,例 えば ,




































































る (「 法廷での ミリー」とい う本を見せた りする)c
証言を求められ,虚偽の証言をすると罰せ られ る
とい うと,恐怖心がわ くため,「 これは単なる形
式」 とい う言葉を添えると安心するとい う。被害
者 自身のエンパワメン トを作るのが 目的である。
制限時間はない し,休憩を求めてもよい (喫煙 と
飲食は禁止 )。 わか らないことは聞いてもよい し,
「覚えていません」 と言ってもよい,な ど楽な表
現でよいことを伝えているЭ被害者の権利があり,
別室での証言 も可能である。また , プライベー ト
な内容が出る場合 は 人を退席 させ ることが
合 ,5音 審 員の半数 に ソー trr)v"7v7sy
ワ ン ス トップ ・ セ ン タ ー と して , Victim  シ ョン (孝交師、心理士など)がいなければならな











(2)ウ ィー ン地方裁判所 侃 egional Criminal
Court of l″ienna)(2017.3.22.)
180年前に建て られた裁判所 (80人 の裁判官の
うち60%は女性裁判官)で あ り,と て も美 しい
法廷 (傍聴席 150席 とい うオー ス トリア最大規模 )
を見ることができた。被告人出入 り国と,原告・
証 人出入 り口 (待合室から出 :入 り可能)が分かれ
ていた。 1800年 代か ら, このよ うな配慮がな さ
れていることに驚いた。
























いこともあるとい う。同席 していたある裁判官は ,
陪審員になるσ)を嫌がる人はいるが,ASD(急

































保護観察制度 もあ り,被害者は加害者の }青報を
得 ることができる。 ソーシャルネ ッ トワークがあ
り,保護観察期間が5～ 10年。
再犯 について,精神障害がない人では35～ 40
%。 精神障害者は1.5%。 しか し,メ デ ィアは責
任者探 しをしたがる傾向にある。
ドイツの場合,出所 させ られない者の場合,ベ
ル リン北部の湖畔近 くの施設 に入 ることがある




また,犯罪 をす る前に予防できるよ う,(精神
障害の有無にかかわらず)自 傷他害がある際は ,





(3)ウ ィーン医科大学 (Medical University of
Vienna)(2017。 3。 23.)
1365年 に設立 された ウィー ン大学医学部 を継
承 した世界最古の医科大学の一つである (ドイツ









は , 「治療 してPsychotheraЮvを しなさい (精神
的安 らぎを与えなさい)」 と書かれているの過去
に,第 22回 日本医学会総会で 「病気の治療だけ
でなく,病気を持った人間を治療することが大切」
と掲げられていたのを思い出す。
さらに ``Ⅳhnd 】:neets and Genes" L
いい,Psychotherapyは ,脳や遺伝子に働 きかけ
ることができるとい う視点も紹介された。ロジャー
・スペ リーの 「融合す る心 と脳 (誠信書房 )」 ,
PsychO―Onch010gyの概念が脳裏に浮かんだ。
精神障害の場合,それを分析 (精神分析)する
と悪化す ることがある。Freudは ,過去を重視 し




ルケナ ウ絶滅収容所に収容 された2～300人 を診
てきた。「統合失調症」 と診断 され ると殺 され る
ため,「 Personahtyの 問題」 と診断 して救ってき
た。解放後は,収容 されていた人々のケアを行っ
てきた。まず,給付金を得 られるよう,PTSDの




叫び声が聞こえ, とても怖かったとい う。 しかし,
新 しい こ とを見 出せ る よ う, ロ ゴテ ラ ピー
(Franklの 実存分析)を 実施 した。世の中には ,
モンスターばか りではない,未来にはあなたを待っ




れずに済んだ。戦後,カ トリックの男性 (外交官 )
と結婚 したが,そ の男性 は70歳で亡 くなって し
まった。その後, ウィーンヘ移住 したとたんリフ















物学的反応 )が ある。 後者 のEvolutionary
Psychology(進 化 心理 学 )で は , PTSDは
“normal reaction"と とらえる。患者 さんの多





















PTSDに なることが多く だか らこそ,被害者支
援が重要になってくる。
裁判官のフレームワーク本には,“裁判官は配
ポーランド・クラクフ/オース トリア・ウィーンにおけるトラウマ 0ケアの現状 餅原尚子・久留一郎







支払われる。最近は証 人 に もそのようなシステム
をとろうとしている。
PTSDに 「回避」という症状があるが, これに











医や心理士が立ち会い , 写真を撮 ることを重要視
































は,ソ ーシャル ワーカーが多 く,ス ーパー ヴィ
ジ ョンを受 けた り,心理士か らのコンサルテー
ションを受けた りしている。法務省のバ ックァッ
プがある。 予算 は4100万 ユー‐口。 その結果 ,
ウィーンは安全な街になった。
1950年代,戦争で建物が多数壊 され , 男性は
戦争か ら帰って来ない状況で,親なし子は, 大き
な問題に直面 した。教護院もあったが,価値観が















のが1102名 お り,再犯率は7%と 低 くなった L」」0 出




89%が 再犯 していない。また,180時 間無償のコ




NEUSTARTは ,riskと needを 見極めることが










加害者 と被害者を同じテーブルで行 う。つま り,





調停では “Mediation Talk(仲 介 トーク)"を行っ





が /4ミ い と難 しい。また,双方が夕言いたい、「 とを
言えるとい うことが大切である。被害者は,「
~自
分の気持ちをしっか り聞いてほしい」「なぜ , 自
分が こんな 目に合 ったのか,相手にききたい」
「これで終わ りに したい」 と思った ときに調停 を
行 うように し
~⊂
いる。 こσ)(`説ngle Talk'夕 には ,

















だけでは変化は得 られないため , 「対 暴 セ ラ
ピー」を実施 したり,観察機関で観察している。





に,SNCを してほ しい と,家族や専門家ヘ コー
ディネーションを依頼 した。受刑せずに生活でき
る方法は何か,将来の計画を家族で考え,その結
果をNEUSTARTに 提示 して くれた。 これには ,
被害者の意見 を含む必要があった。被害者 は ,
「刑務所に入 らな くてもいいか ら,遠 くに行って
ほしい」 とのことだった。1週間後に公判があ り,
これ らの経緯 を陪審員に提示 した。判決は,「 こ
れは殺人行為ではなく,精神障害による結果であ
り,受刑は不要。通常は医療刑務所であるが,そ
れ も不要」 とい う結果だった。
以上のような活動をするためのNEUSTARTの
専 門性 として,二次被 害 を防 ぐこ と,そ して
PTSDを見抜く能力を養 う,他の組織 とうまく協
働 できるスキル .risk ができるかど
うか,な どを重視 している。
(5)フ ランクル博物館 (2017324。 )
Franklは ,“ 119104と い う囚人番号"をつけ
られ,徹底した絶滅を目的に, 自由をはく奪され ,
愚弄 (ぐ ろう)さ れ,愛する家族と余儀なく別離
を強制され,絶望の世界へと追い込まれた強制絶
滅収容所から生還 した。「罪 と罰」を書いた ドス
トエフスキーは,「人間は どんなことにも慣れて
しま う動物」 と言ったが, ヒッ トラーやその親衛
隊が人をモノ扱いするとい う感覚を目の当た りに
し,実感 した。一方では,極悪非道な収容所の中
でも健康 を保てた (長 くは続かなかったが), と
い う事実 は,そ の こ とを証 明す るよ うだ った
(Franklも そのよ うに述べていた )。 ナチス・ ド
イツが第二次世界大戦中に組織的に行った大虐殺




「“生 きる理 由があれば, どんな事態にも耐え ら





また,Franklは 収容所体験を通 して,「 どんな
苦 })%に も意味がある」 と述べ,「苦脳する人間は ,
どんなにひ どい失敗や挫折にあってもなお,そ の
ことに意味を見出す ことができれば自己を成就す
る こ とが で き る」 と言 った (フ ラ ン クル ,
2004)。 彼は,苦悩を人間的な業績に変えてい く
責任 と意味への意志の 「選択」を重視 していた。
あるときFranklは絶望の淵にある人へ,未来






偶然 にも帰宅途 中のFranklの 妻エ リー氏に声を
かけられた。 まさに奇跡 !。 筆者にはエ リー氏が
われわれを待っていたのだ と思う経験であった。
Franklの 人生は苦難の連続であった。現在の
妻エ リー氏は93歳で健在であった。 Franklの 将





たそうである。Franklは 自分の凄 1参 な苦悩を語っ
たあと,「 もうこれで話は終わり。すべては終わ
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